
　

２
０
２
０
年
10
月
に
菅
義
偉
首
相
が
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
発
表
し
、
我
が
国
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
政
策
を
巡
る
状
況
は
大
き
く
変
わ

っ
た
。
12
月
に
は
経
済
産
業
省
が
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成
す
る
た
め
の
グ
リ
ー
ン

成
長
戦
略
を
発
表
し
、
参
考
値
と
は
い
え
、
２
０
５

０
年
の
発
電
電
力
量
に
占
め
る
再
エ
ネ
の
シ
ェ
ア
を

50
〜
60
％
に
引
き
上
げ
、
２
０
３
０
年
10 

GW
、
２
０

４
０
年
30
～
45 

GW
と
い
う
洋
上
風
力
の
導
入
目
標
が

提
示
さ
れ
た
。
第
５
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は

２
０
５
０
年
▲
80
％
目
標
に
向
け
た
道
筋
を
様
々
な

脱
炭
素
技
術
に
よ
る
「
野
心
的
な
複
線
シ
ナ
リ
オ
」

と
し
、
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
を
前
提
と
し

た
積
み
上
げ
に
基
づ
く
２
０
３
０
年
▲
26
％
目
標
と

区
別
し
て
い
た
。
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
に
盛
り
込
ま

れ
た
再
エ
ネ
シ
ェ
ア
や
洋
上
風
力
導
入
目
標
は
２
０

５
０
年
目
標
と
２
０
３
０
年
目
標
を
連
結
さ
せ
る
も

の
で
あ
り
、
第
６
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
も
様
々
な
影
響
を
も
た
ら
す
だ

ろ
う
。

２
０
３
０
年
46
％
削
減
目
標
の 

意
味
し
て
い
る
こ
と

　

そ
し
て
２
０
２
１
年
１
月
の
バ
イ
デ
ン
政
権
の
発

足
は
こ
う
し
た
動
き
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。
ケ
リ
ー
気
候
変
動
特
使
は
日
本
を
含
む
主
要
国

に
対
し
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

達
成
す
る
た
め
、
２
０
３
０
年
目
標
の
大
幅
引
き
上

げ
を
働
き
掛
け
て
き
た
。
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
を
掲
げ
る
な
ら
ば
、
２
０
３
０
年
目
標

も
そ
れ
と
整
合
的
な
水
準
に
す
べ
き
だ
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。
２
０
２
１
年
４
月
の
気
候
サ
ミ
ッ
ト
に
お

い
て
菅
首
相
は
現
行
の
２
０
３
０
年
▲
26
％
削
減
目

標（
２
０
１
３
年
比
）を
一
気
に
▲
46
％
に
引
き
上
げ
、

さ
ら
に
▲
50
％
の
高
み
を
目
指
す
と
の
国
際
公
約
を

行
っ
た
。
▲
46
％
と
い
う
数
字
は
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
目
標
と
現
在
の
排
出
量
を
結
ぶ

直
線
上
に
あ
る
数
字
で
あ
り
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
目

標
を
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

筆
者
は
水
素
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ（
注
）等
の
革
新
的
脱
炭
素
技

術
の
活
用
が
見
込
め
る
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
目
標
か
ら
直
線
状
に
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
し

て
２
０
３
０
年
目
標
を
設
定
す
る
と
い
う
考
え
方
に

は
批
判
的
で
あ
る
。
２
０
３
０
年
時
点
で
は
革
新
的

脱
炭
素
技
術
の
利
用
は
期
待
で
き
ず
、
既
存
技
術
に

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

向
け
た
課
題

（注）CCUS：Carbon dioxide Capture, Utilization and Storage
（二酸化炭素回収・有効利用・貯留）
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を
考
え
れ
ば
国
民
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
大
幅
上
昇

を
強
い
る
こ
と
も
難
し
く
、
仮
に
政
権
交
代
が
あ
れ

ば
目
標
が
白
紙
に
戻
る
こ
と
に
な
る
。
欧
州
は
炭
素

国
境
調
整
措
置
に
よ
っ
て
野
心
レ
ベ
ル
の
引
き
上
げ
の

産
業
競
争
力
へ
の
影
響
を
相
殺
し
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
中
国
等
と
の
貿
易
戦
争
に
繋
が
り
か
ね
な
い
施

策
に
ど
こ
ま
で
依
存
で
き
る
か
も
未
知
数
だ
。
欧
米

諸
国
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
鵜
呑
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、

現
実
の
実
施
状
況
を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
３
に
産
業
部
門
・
家
庭
部
門
の
温
暖
化
対
策
コ

ス
ト
負
担
の
分
担
を
真
剣
に
考
え
る
こ
と
だ
。
ド
イ

ツ
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
産
業
に
つ
い
て
電
気
税
、

再
エ
ネ
賦
課
金
、
洋
上
風
力
系
統
費
用
等
を
減
免
す

る
こ
と
で
産
業
競
争
力
、
雇
用
維
持
を
図
る
一
方
、

家
庭
部
門
に
余
分
な
コ
ス
ト
負
担
を
課
し
て
い
る
。

政
治
的
に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
課
題
で
あ
る
が
、
未
曽

有
の
高
い
目
標
を
掲
げ
つ
つ
、
産
業
競
争
力
や
雇
用

を
守
る
た
め
に
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
▲
46
％
と
は

そ
う
い
う
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
目
標
で
あ
る
。

　

脱
炭
素
化
の
た
め
に
重
要
な
の
は
数
値
目
標
で
は

な
く
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
た
め
の
手
段
、
即
ち
技

術
で
あ
る
。
日
本
の
製
造
業
は
国
力
の
基
本
で
あ
り
、

脱
炭
素
化
に
向
け
た
様
々
な
技
術
開
発
の
担
い
手
で

も
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
負
担
の
増
加
に
よ
り
、

製
造
業
の
集
積
を
失
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

日
本
が
す
べ
き
貢
献
は
優
れ
た
技
術
を
生
み
出
し
、

そ
れ
を
国
際
展
開
し
て
世
界
の
排
出
削
減
に
貢
献
す

る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

電
力
料
金
上
昇
の
リ
ス
ク
を 

最
小
化
す
る
た
め
に

　

第
１
に
最
も
費
用
対
効
果
の
高
い
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
策
で
あ
る
原
発
再
稼
働
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
で

あ
る
。
再
稼
働
が
遅
れ
れ
ば
、
そ
の
分
、
電
力
コ
ス

ト
を
押
し
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
安
全
審
査
を
加
速

さ
せ
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
原
発
に
つ
い
て
は
政

府
が
前
面
に
立
っ
て
再
稼
働
の
た
め
の
地
元
説
得
に

当
た
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
２
０
３
０
年
以
降
を
考

慮
し
、
米
国
の
よ
う
に
80
年
運
転
も
可
能
と
す
る
と

と
も
に
、
安
全
性
の
高
い
新
型
炉
に
よ
る
リ
プ
レ
ー

ス
も
ス
コ
ー
プ
に
入
れ
る
べ
き
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、
温
暖
化
防
止
、
経
済
効
率
性
の
同

時
達
成
の
た
め
に
使
え
る
オ
プ
シ
ョ
ン
は
全
て
使
う

べ
き
で
あ
り
、
国
産
技
術
で
あ
る
原
子
力
を
活
用
し

な
い
手
は
な
い
。「
原
発
依
存
度
を
可
能
な
限
り
低

減
」
と
い
う
縛
り
を
撤
廃
す
べ
き
で
あ
る
。

　

第
２
に
今
回
の
目
標
が
２
０
３
０
年
に
向
け
た
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
、
電
力
料
金
に
も
た
ら
す

「
値
札
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
だ
。
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
を
米
、欧
、中
国
等
の
主
要
国
の
そ
れ
と

定
期
的
に
比
較
・
レ
ビ
ュ
ー
し
、
日
本
の
コ
ス
ト
が
過

度
に
高
い
場
合
、
目
標
水
準
や
達
成
方
法
を
見
直
す

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
設
け
る
こ
と
も
重
要
だ
。
米
国
の
▲
50

～
▲
52
％
目
標
は
確
固
た
る
国
内
政
策
の
裏
付
け
が

な
く
、
排
出
量
取
引
や
炭
素
税
の
導
入
は
現
在
の
議

会
情
勢
で
は
想
定
し
が
た
い
。
２
年
後
の
中
間
選
挙

よ
る
削
減
を
強
い
ら
れ
る
た
め
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
コ
ス
ト
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
▲
26
％
目
標
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
を
震

災
前
の
水
準
に
戻
す
、
電
力
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
る
、

諸
外
国
に
遜
色
の
な
い
目
標
を
出
す
と
い
う
３
つ
の

要
請
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に

裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
。
今
回
の
目
標
引
き
上
げ
は
２

０
３
０
年
▲
50
～
▲
52
％（
２
０
０
５
年
比
）を
掲
げ

る
米
国
、
▲
55
％
を
掲
げ
る
Ｅ
Ｕ（
１
９
９
０
年
比
）

と
の
数
字
の
横
並
び
を
優
先
し
た
も
の
で
あ
り
、
主

要
国
中
最
も
高
い
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
に
関

す
る
問
題
意
識
が
希
薄
で
あ
る
と
思
え
て
な
ら
な
い
。

　

２
０
３
０
年
ま
で
原
発
を
最
大
限
再
稼
働
さ
せ
た

と
し
て
も
、
▲
46
％
達
成
の
た
め
に
は
太
陽
光
、
洋

上
風
力
等
の
再
エ
ネ
目
標
の
積
み
上
げ
を
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
日
本
の
洋
上
風
力
は
欧
州
に
比
し
て
割
高

で
あ
り
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
コ
ス
ト
は
低
下
し
て
い
る

と
は
い
え
、
土
地
、
接
続
費
用
は
下
げ
止
ま
り
し
て

い
る
。
加
え
て
変
動
性
再
エ
ネ
の
シ
ェ
ア
拡
大
に
伴

い
、
統
合
コ
ス
ト
も
拡
大
す
る
。
近
隣
国
と
連
系
線

を
有
さ
ず
、
原
発
の
再
稼
働
は
思
う
に
任
せ
ず
、
国

土
条
件
か
ら
再
エ
ネ
が
割
高
な
日
本
に
と
っ
て
、
再

エ
ネ
に
依
存
し
た
目
標
引
き
上
げ
が
電
力
料
金
の
上

昇
を
も
た
ら
す
こ
と
は
不
可
避
で
あ
る
。
こ
れ
は
日

本
の
製
造
業
に
大
き
な
負
担
を
課
し
、
菅
首
相
の
い

う
「
環
境
と
経
済
の
好
循
環
」
に
逆
行
し
か
ね
な
い
。

そ
う
し
た
リ
ス
ク
を
最
小
化
す
る
た
め
に
は
以
下
の

３
点
が
重
要
で
あ
る
。
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